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児童の姿

聾学校小学部における教科学習の内容理解につながる
「みる力・きく力」を高める自立活動

－発達の段階と聴覚障害の特性を関連させた
「みるきくパッケージ」の作成と活用を通して－

教師の姿

生活年齢と児童の姿から個別
のタイプを把握する

タイプから聴覚障害の特性を
関連させた目標を設定する

Ⅳシートを参考にして、目標
に合った単元を作成する

発達の段階チェックシート Ⅰ

「みる力・きく力」の指導目標

単元計画作成シート

Ⅱ

Ⅲ

児童同士の意思疎通がスムーズでないために、
教師が会話の仲介に入ることが多い。

「みる力・きく力」を高めて

児童同士のコミュニケーションを良好にしたい

「みる・きく」の
活動を設定する

指導内容例 Ⅳ
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「みるきくパッケージ」
とは

「みる力・きく力」を
高める自立活動を行う
ため、児童の実態把握
から、聴覚障害の特性
に関連させた個別の目
標設定や単元計画が作
成できるシートを１つ
にまとめたもの

「みる・きく」のめあてを振り返り、次時につなげる

振り返りシート（児童）・評価シート（教師）

聞こえにくさから、入る情報が少なかったり断片的
だったりするために、誤解や勘違いが生じやすい。

「みる・きく」
とは

相手に注意を向け、話
の内容を正確に理解・
記憶し、共感的に見た
り聞いたりして反応を
相手に示す行為

Ⅴ
授
業

「みる力・きく力」が高まり、円滑で的確な意思の相互伝達ができる児童

・友達の発表に注目したら、色々な考え方があることに気付いた！
・どんな話か考えながら「みて・きいて」いたら、話の内容が
理解できた！
・友達と意見交換をすると、新しい考えが浮かんだり、考え方
がまとまったりした！

研究構想図
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日々の授業で、
「みる・きく」姿を
引き出していこう



成果

課題
自立活動で高めた力を教科学習で発揮させるには、児童同士の「みる・きく」姿
を表れる活動を意図的に組み入れる教科の指導の工夫が必要である。
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「みるきくパッケージ」で個別の目標が明確になり、実態に合った単元計画
が作成でき、注視する、理解する、反応を返すなどの「みる・きく」姿が増えた。

提言
教科学習との関連を意識しながら、自立活動で計画的に「みる力・きく力」
を高める学習を行い、教科学習の内容理解につながる力を育てましょう。

を参考にした活動

Aさんは話し手をぼんやり
と見ていることが多いな。
他者の意見にも興味をも
たせたい。

Aさんには、
「色々な考え方があること
に気付く」
この力を付けたいな。

友達とのやりとりを増や
せば、色々な考えに気付
けるはずだ。

Aさんが「見たい！」と思う
楽しい活動を取り入れよう。

✔

✔

✔
✔

✔

✔

✔
✔ ✔

✔✔

１
「友達は何を選ぶか考えよう」
①自分の好みを発表する
②友達の好みを予想する

２

「友達は何を選ぶかな？質問をして当て
よう」
選択肢を増やして、友達の好みを当てる。
・質問タイム３分、相談タイム３分

３

「写真を見て、気持ちを想像しよう」
写真に写る人物の表情や背景を参考にし
ながら、吹き出しに入る気持ちを考える。
【進め方】
一人ずつ前に出る。数字を選んで出た写
真を見る。気持ちを想像して、発表する。

４

「みんなで答えを合わせよう」
みんなが答えそうな答えを考えて答える。
【進め方】
考える時間は1分。全員同じ答えだったら
クリア！

授業の計画を立てる

Ⅰシート

Ⅱシート

Ⅲシート
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絶対…だと思う。

そうか、色々な考え方が
あるんだね。

B
3

障害理解
・世の中には聞こえる
人と聞こえない人がい
て、自分や身近な人は
どちらであるか知る
(2,3,4)
・自分の聞いている音
がすべてではないこと

困難への対応
自分が聞こえない、
聞こえにくいことを
相手に伝える(3)

他者理解
話を聞いて友達との類似点、
相違点に気付く(3)

マナー
生活の中で自分が立ててい
る音があることを意識する
(4)

状況把握
・補聴器や人工内耳を活用して注
意して聞こうとする(1,2)
・生活音や危険な音を知る(1,2)
感覚活用
・手話、口形、文字情報などから
情報を得る(3,4)
・相手の話が分からなかったとき

コミュの基礎
相手を注視し、最後ま
で話を見る/聞く(1)

個別の目標を書き入れる

「みるきくパッケージ」を活用した自立活動の実際（A児の場合）

Ⅳシート

私は②だと思う。
理由はね、…

（授業の様子）

あれ？○○さんは
違うの？

A児

教科学習でも、友達の考えを「みる・きく」場面をつくろう。

Ⅴシート より抜粋（A児の振り返り）
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